
2 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）
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施策を実行する
うえで基本とな

る事業

基本事業① 芸術文化活動の推進

主管課名 生涯学習・スポーツ課

関係課名 埋没林博物館、図書館、水族博物館

施策が目指す
すがた

・様々な芸術文化にふれる機会が多く、市民が活気と潤いに満ちています。
・伝統文化が継承され、市民が郷土の伝統や文化に愛着と誇りを持っています。

施策の成果向
上に向けての

住民と行政との
役割分担や地
域等への期待

など

市　　民
・

事 業 所

・積極的に芸術文化活動に参加します。
・市の歴史や伝統文化、文化財に関心を持ち将来に伝えていきます。

行　　政
・芸術文化振興のため、発表会や優れた芸術活動の奨励に取り組みます。
・伝統文化、文化財の保護・継承に努めます。

そ の 他
（地　　域）

令和

基本目標№ 4 基本目標名 人と文化を育むまち

施 策 № 32 施 策 名 文化の振興

基本事業② 地域の歴史や文化の保存・継承

基本事業③

基本事業④

施策の
トータルコスト

区　　分 27年度実績 28年度実績 29年度実績 30年度実績

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 94,597 100,713

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

78,062

128,705

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 82,881 88,534 104,372 95,256 79,450

元年度実績 2年度実績

11,716 12,179 24,333 20,021 14,571 50,542

115,277 94,021 128,604

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

　同　　上
円 2,698 2,870 3,766

31 30

3,332 2,889

727 596
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

30

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 5,220 5,320 7,640 6,260 6,060 6,140

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 2,192 2,358 3,040

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 28 27 37

3,120
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 506 512

魚津市の人口（各年度12月末時点） 43,152 42,706 42,340

21,871 30,766 25,115 26,385

3,780
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

633 660

2,736 2,256

27,212

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 116,422 122,584 159,471 140,392 120,406 155,816

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 21,825

4,432

42,132 41,672
参　　考

１時間あたりの平均人件費 4,181 4,111 4,027 4,012 4,354

41,224
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基本事業名 ①芸術文化活動の推進

基本事業の目的（意図） 芸術文化活動に数多く触れ、市民の誰もが心の潤いと心の豊かさを実感できます。

令和2年度における
主な事業内容（活動内容）

H30年度 Ｒ元年度 R02年度
(最終目標年度)

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 32 施 策 名 文化の振興

40,125 39,660

【音楽のまちづくり推進事業】
・「おんがく広場＠Senzoku魚津」へ事業を委託し、出前コンサートや市民のためのクラシック講座、小中学校での音楽指導を行い、新
型コロナウイルスの感染対策をとりながら、市民が音楽に気軽に親しめる環境を作り、当市の音楽文化の振興を図りました。
【新川文化ホール管理事業、新川文化ホール鑑賞事業】
・指定管理者と協議しながら、新型コロナウイルスの感染対策を行い、可能な範囲での鑑賞事業などを実施しました。
・新型コロナウイルスの影響で小学５・６年生、中学２年生を対象にした舞台芸術鑑賞会は中止になりました。
【芸術文化振興事業】
・芸術文化団体などへの補助金交付を通じて、芸術文化活動を支援しました。新型コロナウイルスの感染対策をとりながら、市民文
化祭や市美術展を開催しました。

44,094 46,727
50,000

38.0 39.0 40.0

29.4 28.4 33.9

37.0

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

芸術文化活動に触れる機会が多くあると思う市民の割
合

％ 24.2 32.5 27.7
36.0

39,593 29,612 11,489

新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館の自主
企画事業の参加者数

人 57,441

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

55,000 60,000 65,000 70,000

26.6 23.4

生涯学習・スポーツ課

一般会計 新川文化ホール管理事業

生涯学習・スポーツ課

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和2年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

予算なし 新川文化ホール鑑賞事業 0 0 0 Ｂ

生涯学習・スポーツ課

一般会計 音楽のまちづくり推進事業 2,498,000 2,497,983 17 -

77,727,000 74,749,666 2,977,334 Ｂ

0

生涯学習・スポーツ課

0

一般会計 芸術文化振興事業 925,000 814,000 111,000 Ｂ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 81,150,000 78,061,649 3,088,351
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基本事業の目的（意図） 郷土の文化財・伝統文化の保存活用に努めるとともに、市民の郷土を愛する意識を高めます。

令和2年度における
主な事業内容（活動内容）

【文化財保存事業】
・令和２年３月に「魚津浦の蜃気楼(御旅屋跡）」が、同年４月に「東山円筒分水槽」が国の登録文化財として登録されたことを受け、解
説版をそれぞれに設置し、併せて、登録文化財を紹介するパンフレットと市内の文化財を解説する冊子「魚津の文化財」の改訂版を
作成しました。
・新たに登録された文化財や松倉城跡の魅力などを紹介する見学ツアーを行いました。（登録文化財ツアー7名/定員12名、松倉城ツ
アー16名/定員20名）
・新型コロナウイルスの影響により魚津まつりが中止となり、たてもんの組み立て運行も中止となったため、たてもん協力隊事業も中
止しました。
【遺跡試掘調査事業】
・埋蔵文化財包蔵地内における試掘調査（旧大町小学校敷地内）を１件実施しました。
・松倉城跡では国指定に向けた土地の所有に関する調査を行い、石の門砦の地形測量調査を実施しました。
・旧大町小学校敷地の試掘調査の結果等を解説した市民向けの講演会（図書館歴史講座）を実施しました。
【たてもんと全国植樹祭レガシー事業】
・令和２年度は、たてもんの森の定期的な草刈りや枯れ木の捕植、周辺木の伐採等の環境整備事業を実施しました。また、県と高岡
市、南砺市との連携事業として、ユネスコ無形文化遺産を紹介するパネル巡回展を開催しました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 32 施 策 名 文化の振興

基本事業名 ②地域の歴史や文化の保存・継承

70.0

58.6 58.7 67.0 49.5 53.5

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 Ｒ元年度 R02年度
(最終目標年度)

61.0

400
200 308 310

320 中止

370 380 390

郷土の歴史や伝統などが継承され、自然に育まれた文
化が豊かであると感じている市民の割合

％ 37.8 56.2 53.7
59.0

360

64.0 67.0

たてもんボランティアの参加人数 人
299 357 301

一般会計 遺跡調査事業 14,147,000

№ 会計名 事務事業名
令和2年度

11,277,375 2,869,625 Ｂ

１次評価結果

一般会計 文化財管理事業 1,346,000 671,506 674,494 生涯学習・スポーツ課-

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

生涯学習・スポーツ課一般会計 埋蔵文化財調査室管理事業 203,000 149,288 53,712 -

39,342,000

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

0

1,706,540 Ｂ

0

一般会計 文化財保護団体育成事業 1,876,000 280,000 1,596,000 Ｂ

生涯学習・スポーツ課

一般会計 たてもんと全国植樹祭レガシー事業 3,469,000 528,550 2,940,450 Ｂ 生涯学習・スポーツ課

37,635,460

0

0

一般会計 文化財保存事業

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 60,383,000 50,542,179 9,840,821



施 策 № 32 施 策 名 文化の振興

令和2年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

　令和元年度末から令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大により、事業や祭り、行事、イベント等が中止となり、成果水準や
その他様々な面で大きな影響がありました。

【①芸術文化活動の推進】
◆芸術文化に触れる機会が多くあると感じる市民の割合は、前年度の26.6％から23.4％（3.2ポイント減）となっています。
◆新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館の自主事業の参加者は、前年度の29,612人から11,489人（18,123人減）となっています。
◆本市には、新川文化ホールと新川学びの森天神山交流館の文化施設があり、その中で行われている文化芸術活動は、近隣他市、同規模市に比
較しても充実しています。

【②地域の歴史や文化の保存・継承】
◆郷土の歴史や伝統などが継承され、自然に育まれた文化が豊かであると感じている市民の割合は、前年度の49.5％から53.5％（4.0ポイント増）と
なっています。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（令和2年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①芸術文化活動の推進】
＜新川文化ホール管理事業＞
◆指定管理者と協議の上、前回の指定管理から夏のイベント委託を１件削減（市負担分年間4,108千円の減額)した内容による基本協定書及び年度
計画に基づき、指定管理者は施設の維持管理、利用料金徴収業務、委託イベントの開催、自主企画事業等を実施しました。
＜芸術文化振興事業＞
◆新型コロナウイルス感染対策を行い、魚津市民文化祭や魚津市美術展を開催し、芸術文化の振興に努めました。
◆文化芸術団体の活動助成や、新川文化ホール展示ホール及びミラージュギャラリーにおける市美協会員展の開催支援は、市民の芸術文化活動の
充実に結び付きました。
【②地域の歴史や文化の保存・継承】
＜文化財保存事業＞
◆「魚津浦の蜃気楼(御旅屋跡）」と「東山円筒分水槽」が国の登録文化財として登録されたことを受け、解説版をそれぞれ設置し、併せて登録文化財
を紹介するパンフレットと市内の文化財を解説する冊子「魚津の文化財」の改訂版を作成しました。
＜遺跡調査事業＞
◆松倉城跡では、国指定に向け土地の所有に関する調査や指定に向けての課題等について文化庁とオンラインで協議を行い、国指定に必要な範囲
や条件について、意見交換を行いました。併せて、指定候補地の石の門砦の地形測量調査を実施しました。
＜たてもんと全国植樹祭レガシー事業＞
◆タテモン行事のユネスコ無形遺産登録と全国植樹祭の開催を契機に、たてもんを将来地元産の木材で製作することを目指し、スギやケヤキ、ヒノキ
を植樹した「たてもんの森」の定期的草刈りや枯れ木の捕植等の管理や周辺環境整備を実施しました。

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①芸術文化活動の推進】
◆新川文化ホールや学びの森交流館で開催するコンサートや企画展については、指定管理者と協議しながら幅広い市民の要望を取り入れた内容と
なることを重視しておりますが、成果指標である参加者数の増加に結びついていません。今後も幅広い分野の魅力ある企画事業をバランスよく開催し
ながら、来館者の増加につながるよう工夫しながら実施します。
◆文化施設等を計画的で効率的に維持運営していくためにも、個別施設計画に基づき、長寿命化を図っていきます。
◆新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら、舞台芸術鑑賞等の事業を実施していきます。
【②地域の歴史や文化の保存・継承】
◆「魚津浦の蜃気楼(御旅屋跡)」や「東山円筒分水槽」の文化財登録を契機に、市民が文化財への関心と理解を深め、地域に愛着や愛着や誇りを高
め、さらには観光資源としての魅力を向上させ、交流人口の拡大や市内の賑わい創出につなげるために、企画展の開催や文化財の周辺整備、PR事
業等を実施し、本市における未来へ引き継ぐ地域遺産（文化財等)の保存、継承、活用に努めます。

◆文化庁と引き続き協議を行い、指定範囲における土地の境界に係る課題等の解決にむけた調査とともに、地元と連携しながら史跡指定を目指しま
す。
◆たてもんを地元産材でつくることができるよう新川学びの森天神山交流館内で整備した「たてもんの森」を、見守り、育てながら、海と山をつなぐ文化
を育む取組みを引き続き行います。


